
 

故
伊
丹
康
人
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
整
形

外
科
主
任
教
授
と
し
て
「
股
関
節
研
究
会
」
を
昭

和
四
十
九
年
に
発
足
さ
せ
、
昭
和
四
十
九
年
～
五

十
八
年
（
第
一
回
～
十
回
）
ま
で
会
長
を
担
当
し
、

そ
の
後
の
日
本
股
関
節
学
会
の
設
立
に
尽
力
し

ま
し
た
。 

財
団
法
人
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財
団
は
、
昭

和
六
十
二
年
に
創
立
し
ま
し
た
日
本
唯
一
の
関

節
を
冠
す
る
財
団
法
人
で
す
。 

当
財
団
は
故
伊
丹
康
人
が
「
股
関
節
疾
患
で
苦

し
ん
で
い
る
方
々
の
た
め
に
、
そ
の
進
行
予
防
と

治
療
の
研
究
開
発
の
推
進
に
一
生
を
捧
げ
た
い
」

と
考
え
、
自
分
が
住
ん
で
い
た
住
居
の
一
つ
を
売

却
し
て
そ
の
費
用
に
あ
て
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二

年
二
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
公
益
法
人
と
し
て

認
可
さ
れ
、
財
団
法
人
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財

団
が
設
立
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
内
閣

府
よ
り
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
七
月
に
は
内
閣
府
よ

り
税
額
控
除
団
体
と
し
て
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
以
来
主
に
、
股
関
節
に
関
す
る
研
究
を
奨

創
立
３
０
周
年
を
記
念
し
て 

公
益
財
団
法
人
日
本
股
関
節
研
究
振
興
財
団 

理
事
長 
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励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
術
及
び
研
究
技
術
の
振

興
を
図
る
研
究
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
向
け
の
股
関
節
、
人
工
股
関
節
及
び

運
動
器
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
促
進
し
、
股
関
節

を
中
心
と
す
る
運
動
器
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
、
国
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
健
康
と
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
三
十
年
間
に
わ
た
り
、
研
究
助
成
事
業

と
し
て
百
三
十
四
件
の
研
究
並
び
に
、
研
究
者
に

約
一
億
五
千
万
円
の
研
究
助
成
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
数
年
前
か
ら
股
関
節
専
門
の
若
手
医

師
の
育
成
の
た
め
に
海
外
研
修
助
成
事
業
も
開

始
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
に
は
米
国
西
海
岸

の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

立
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
、
ユ
タ
州
立
大

学
、
平
成
二
十
九
年
に
は
米
国
東
海
岸
の
デ
ュ
ー

ク
大
学
、
ホ
ス
ピ
タ
ル 
フ
ォ
ー 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ー
ジ
ェ
リ
ー
、
ボ
ス
ト
ン 
チ
ル
ド
レ
ン 

ホ
ス
ピ

タ
ル
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
に
て
、
股
関
節
海
外

研
修
助
成
（
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
）

を
行
い
、
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
年
に
一
回
股
関
節
研
究

者
向
け
に
二
十
八
回
の
股
関
節
研
究
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
一
般
の
方
々
向
け
に

は
、
股
関
節
の
知
識
普
及
と
啓
発
の
た
め
「
股
関

節
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
現
在
第
十
八
回
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
基
本
は

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
歩
く
た
め
に
」
で
あ
り
、

股
関
節
疾
患
に
対
す
る
運
動
の
効
用
を
中
心
に
、

運
動
器
の
健
康
維
持
に
焦
点
を
あ
て
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
り
ま
す
。  

創
立
以
来
三
十
年
間
に
わ
た
り
、
多
く
の
先
生

方
並
び
に
関
係
各
社
、
そ
し
て
、
多
く
の
患
者
様

や
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
運

営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
末
に
、
創
設
者
で
あ
る
伊
丹
康

人
名
誉
理
事
長
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
財
団

は
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
股
関
節
研
究
者
の

育
成
並
び
に
、
運
動
器
健
康
寿
命
延
伸
の
普
及
啓

発
の
た
め
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

是
非
、
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
た
く
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

第 7 号 平成 30 年 1 月 
発行 公益財団法人 
日本股関節研究振興財団 
〒154－0011 
東京都世田谷区上馬 1-13-11 
電話 03－3421－6552 
FAX 03－3421－6716 

URL http://www.kokansetu.or.jp 
E-mail info@kokansetu.or.jp 



平成２９年度股関節助成金及び、海外研修助成交付者決定 

企業様からのご寄附と皆様からの「股関節らくらく募金」は、 

下記の助成金に使用されました。温かいご支援に、感謝いたします。 

  

平成 29 年度股関節研究助成金交付者 3名(左)及び、股関節海外研修助成交付者 3名(右) 

股関節研究助成研究課題と交付者名簿 

 「Micro-engineering を併用した血管付人工骨による股関節巨大骨欠損の再建 」 
             京都大学           河井利之先生   ７０万円 
 「先天性股関節脱臼の病態解析による関節メカニカルストレス応答機構の分子生物学的解析」 
             岐阜大学           河村真吾先生   ７０万円 
 「人工股関節置換手術後のゴルフが下肢筋力及びＱＯＬの評価に及ぼす影響 」 
             清心会藤沢病院      石井紀夫先生   ７０万円 

股関節海外研修助成交付者名簿 

                神戸大学           林 申也先生    ３５万円 
                広島大学           庄司剛士先生    ３５万円 
                船橋整形外科病院    田巻達也先生    ３５万円 

 

第２８回 股関節研究セミナー 開催 
去る平成 29 年 10 月 20 日（金）、京王プラザホテル 3F グレース（股関節学会第 7会場）にて第

28 回股関節研究セミナーが、開催されました（17:30～19:40）。平成 26 年度股関節助成金交付者に

よる研究成果報告、平成 28・29 年度股関節海外研修助成交付者による研修報告、及び、平成 29 年度

股関節助成金・股関節海外研修助成の交付式が行われ、非常に内容の濃いセミナーとなりました。 

平成 26 年度股関節研究助成金交付者による研究成果報告 

報告 1）高知大学  岡上裕介先生 
「筋電計による小殿筋の動的な質的筋活動評価と選択的筋力強化方法の検討」 

報告 2）九州大学  本村悟朗先生 
「骨壊死境界域における応力解析～骨頭圧潰メカニズムの解明および予防法の開発を目的とした基礎的研究～」 

報告 3）徳島大学  後東知宏先生 
「寛骨臼回転骨切り術前後における血行動態の解析」 

報告 4）順天堂大学 坂本優子先生 
「人工股関節全置換術後早期の患者立脚型評価改善に影響をあたえる因子の検討」  

岡上裕介先生 後東知宏先生 本村悟朗先生 阪本優子先生 



平成 2８年度股関節海外研修助成による研修報告 
1） University of California,  
   San Francisco 

山形大学   高窪祐弥先生 

 

2） University of Utah 
 

北里大学   福島健介先生 

 

3） Stanford University 
 

九州大学   本村悟朗先生 

 
 

平成 2９年度股関節海外研修助成による研修報告 
1）  Duke University 

神戸大学  林 申也先生 

 

2） Boston Children’s Hospital 
広島大学  庄司剛士先生 

 

3） Hospital for Special Surgery 
紺整会船橋整形外科 田巻達也先生 

 
 

第 1８回股関節市民フォーラムご報告 

平成 29 年 11 月 25 日、千葉 京葉銀行文化プラザ 6F にて、第 18 回股関節市民フォーラムを開

催し下記の 3つの講演が行われ、来場者は約 150 名盛況の内終了したしました。 

①「股関節疾患の取り組み方」 

講師 白 英明先生 医療法人社団 紺整会 船橋整形外科病院 副院長 

②「股関節が不安でも身体は動きたがっている、体操しましょう！」 

講師 太藻ゆみこ氏 メディカルフィットネス研究所代表・健康運動指導士 

③「健康の源は運動にあり！」 

講師 田島文博先生 和歌山県立医科大学リハビリテーション科 教授 

第１講演では、当財団の理事でもある白 英明先生が THA（全人工股関節置換術）後のスポー

ツに言及され、大変好評をはくしました。現在は人工股関節術後でも、推奨されるスポーツであ

れば行える、という希望がもてる内容でありました。 

第 2 講演の実技では、当財団の実技指導者でもある太藻ゆみこ氏が、「身体を支える力こぶ」

をテーマに運動器の体操を楽しく参加者の皆様と行いました。 

最後の第 3 講演では、リハビリテーションの権威であり、和歌山県立医科大学リハビリテーシ

ョン科教授田島文博先生が、健康への積極的な運動療法の活用と効能を

様々な視点から解説されました。 

非常に、刺激的な講演で、特に「安静は麻薬です。」・「質より量」と

いった考え方の下、積極的に運動療法を様々な場面で導入し、良い結果を

残していることに、参加者の皆様は大変感銘を受けている様子でした。健

康への運動の重要性を再認識する講演となりました。 

また、この度の股関節市民フォーラムでは、協賛企業によるプレゼンとブース

を設け、より参加者の皆様に楽しんでいただけるフォーラムとなり、大変盛況で

した。この度ご支援いただきました協賛企業の皆様には、深謝いたします。 田島文博先生



 

 

「人工股関節の手術を受けた人が読みたい本」 

人工股関節の手術後に関する疑問・質問を幅広く網羅し、イラストと専門家（有名 

大学教授・医師・健康運動指導士）のわかり易い解説で、大変読みやすい内容です。 
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股関節関連書籍のご紹介コーナー 

～本書目次～ 
1、人工股関節の手術後の疑問点についてお答えします 
2、人工股関節の手術後の脱臼についての疑問に 
  お答えします 
3、人工股関節の手術後の生活の質 

（クオリティ・オブ・ライフ）について 
4、人工股関節の手術後の自立を目指した体操 

の仕方をお教えします 
5、あなたの質問にお答えします 

-人工股関節のＱ＆Ａ- 
6、人工股関節の手術を受けた方たちの声 
7、たいせつなあなたの人工股関節手術の記録 
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